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概要

　この講座では、「体験学習」という方法を用いて、グループの中で起こってくる様々な事柄を捉える視点を養うことを
目指します。
　私たちは，会社や組織，家族や仲間関係など，様々なグループに身をおいています。そのなかでは，どのようなことが
起こっているのでしょうか。講座では，取り組んでいる事柄（コンテント）だけではなく，人と課題の関わりや人と人と
の関わり（プロセス）について見ていく枠組みをご紹介します。

　この講座のねらいは、以下の２つの分野です。
①グループの中での人間関係（グループプロセス）に目を向け，グループプロセスに気づく力を養う
②グループの中での自分や他者の特徴に気づく

　この講座では、ラボラトリー方式の体験学習を用いた実習と、グループに関する理論の小講義によって学習を進めてい
きます。実際にグループの実習へ参加し，その過程を丁寧にふりかえり，メンバーとわかちあうことを通して,起こってい
ることに目を向けていきます。そのなかでは，グループの中での自分や他者の特徴についても理解が深まることが期待さ
れます。グループの人間関係について関心がある方，理解を深めたい方にお勧めです。

【プログラムの内容（予定）】
小講義「グループプロセスとは？」「グループでの意思決定」「リーダーシップ」など
グループでの問題解決実習
グループでのコンセンサス実習
グループでの制作型実習

日程
2022年1月22日(土)10：00～18：00
　　　 1月23日(日)9：00～17：00

定員 24名

会場 オンライン

受講料 15,400円（税込）

担当講師　森泉　哲　記

　第117回人間関係講座（グループ）が、2022年1月22日（土）・23日（日）の2日間にわたってオンラインにて開催さ
れ、全国から12名の方にご参加いただきました。
　オンライン講座でありながらも、実習を通して参加者の皆さん同士が交流を深めたり、お互いに学びあっている様子を
みて、このような講座を実施できたことに安堵しました。一方、オンライン講座ならではの要因も改めて今回浮き彫りに
なりました。
　本講座では、情報をメンバー間で共有する際の手立てとして、ホワイトボード機能を利用して画面共有しながら実習を
行ったのですが、本機能の使用への慣れの程度によって、グループのコンテント・プロセス両面に影響が及んでいるよう
に感じました。今後もオンラインでの仕事が継続することとなると、オンライン上のコミュニケーションのあり方につい
て、従来の対面場面と比較して、どのような利点や限界があるのかをお互いに体験を通して、気づいたり・感じたりする
プロセスが大切だなと感じました。
　私自身もオンライン授業をなかなか慣れずになんとか授業をこなしており、本講座においてもご迷惑をおかけした点も
あったかと思います。この点も含めてさらにグループでのリーダーシップやプロセスについてお互いに共有する機会を通
して学びあっていければと感じました。受講生の皆様、ご参加いただきありがとうございました。
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